










































いっぽう，2004年 9月 29日に 21号台風の影響で紀伊半島南東部は大雨となり，三重県
宮川流域が激甚な崩壊災害に見舞われた．西南日本外帯において豪雨に際して発生する崩
壊に共通する特性を明らかにするべく，我々は二度にわたって現地調査を行った．それら
の調査結果を第３章で報告した． 
 87 
1889年の十津川災害のときのような大規模な崩壊が起こると，崩壊斜面下の河道はいっ
たん堰き止められて新湖が形成され，さらにそれらが決壊する，あるいは崩壊土砂が河道
に堆積して河床高を上昇させる，ということがそこかしこで生じる．このような崩壊土砂
の去就はその後の流域全体における流砂の推移に強く影響するものと思われる．そこで崩
壊斜面脚部付近における不安定土砂の堆積状態に関する調査結果を第４章に，またダム貯
水池堆砂から求まる土砂流出速度と崩壊による削剥速度，プレート運動による地盤隆起速
度を比較するなど，流域における侵食と流砂の関係を検討した結果を第５章に報告した． 
これらの調査研究により，西南日本外帯の一部，紀伊半島南部地域における斜面崩壊に
関わる知見を深めることが出来たと考える．また，これらの知見は西南日本外帯に属す他
の地域における斜面崩壊を検討し，これに備えるためにも資するところがあると考える． 
内容に関してお気づきの点が多々あるかと思われる．ご教示いただけると，ありがたい． 
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